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1.はじめに

石川県河北潟干拓地内の一地点のボー リング ･コア中にみられたアカホヤ火山灰層について報告

する.試料は,河北潟区域農用地開発公団事業に関連 して 1979年に実施された 9本のボー リングの

うち,N0.6から採取され,著者の一人 仲 川)によって保管されていたものである.

当時の調査業務全体の結果は,｢河北潟区域農用地開発公団事業昭和 54年度農業用施設用地土質

調査業務報告書｣(農用地開発公団河北潟開発事務所 ･北国竪泉株式会社,昭和 54年 8月,49ペー

ジ+付図,未公表)に記述されている.報告書の参照及び試料の利用について,当該関係機関に謝

意を表する.

ポー リング･コア中の火山灰層をアカホヤ火山灰層 と認定 した予察的報告は,共著者の中川(1986)

及び宮田 (1988)によってなされたが,より正確に記載 し公表するものである. なお,アカホヤ火

山灰層の認定を含めた河北潟の形成史及び地盤特性などについては,別稿 (細野ほか,1990)を参

照されたい.

2.ポー リング ･コアの記載

(1) ポー リング地点 :河北潟干拓地内の,内灘町西荒屋の地先約 500m.

(北緯 36040′29〝,東経136041′03′′,標高-2.1m)

(2) 深度 :地表下 70.0mに達するボー リングの,深度 19.4m (標高-21.5m)

(3) 火山灰層の産状 :こまかいラミナのみられる青黒色のシル ト質粘土層にはさまれる灰白色の
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火山灰層は,厚さ約 5cm.その最下部約 1cm は,やや粗粒の火山ガラスからなり,純度は良

い.中一上部は少量の粘土をまじえ,厚さ1-2mmの単位でこまか く成層する.

3.火山灰の記載 (図 1)

ほとんど微細な火山ガラス片のみからなるガラ

ス質火山灰.ごく少量の有色鉱物片 (斜方輝石 ･

単斜輝石 ･角閃石 ･黒雲母など)も含まれるが,

それらの多くは混交物 とみなせる.火山ガラスは

淡褐色を帯びたごく薄手のバブル型火山ガラス

(bubble-walledglass)が多く,平均最大粒径は

約 0.4mm.火山ガラスの屈折率のレーンジは 1.

509-1.515,モーダル･レーンジは 1.510-1.512.

これらの性状から,鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah)

に確実に同定される.(町田･新井,1978,1983).
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図 1 火山灰の顕微鏡写其

4.火山灰層中の有孔虫について

アカホヤ火山灰層中にはまれに有孔虫殻が含まれるが,保存状態はきわめて不良で,すべて破蛸

し,砂の粒子や火山ガラスが勝者しているため,種の同定は困難である.同定できたのはAmmonia

cf.japonica(HADA)の一種のみであった.A.japontcaは湾内に多い種であるが,A.beLICariiほ

ど内湾性ではなく,湾央や湾口近 くに多産するとされている.

5.発見の意義

河北濁地区からえられたボー リング･コア試料のいくつかについて,花粉分析や14C 年代測定が行

われ,河北潟の形成史が論ぜられてきた (細野ほか,1990).広域テフラ･アカホヤ (6300年前)の

認定は,従来の資料を補完し,河北渇の地史的変遷を解明する上で,より確実で重要な根拠を与え

るものである.アカホヤ火山灰降下以後の平均堆横速度は,3.1mm/年 と算定される.
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